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まちの研究所by

オンライン説明会開催中！



東京都世田谷区池尻 2-4-5
HOME/WORK VILLAGE 207

所在地

対 象 4 歳～ 9 歳（年中児～小学3年生）

レンズに関するお問い合わせ：lens@machihoiku.jp Instagram：@lens_school

◯水～日にはメンバーが自由に使えるオープンアトリエも開催します。

◯テーマによって受講曜日が異なります。
　詳しくは右記スケジュールをご確認ください。

木・金 ／1 6 : 0 0 - 1 7 : 3 0  （ 9 0 分）
土・日／ 1 5 : 0 0 - 1 6 : 3 0 （ 9 0 分 ）

クラス受講：月2回開講時間

クリエイティブラーニングスクール「レンズ」概要

運営：まちの研究所株式会社

HOME/WORK VILLAGEとは？

しょく【食】

【虫】むし

【服】ふく

【街】まち

こどもたちはこれから、答えのない世界、変化の時代を生きていきます。 
教育の未来を描いた「OECD Education 2030」*では、
「複雑で不確かな世界を歩んでいく力」のひとつとして
「新たな価値を創造する力」を挙げています。

＊OECD（経済協力開発機構）が立ち上げたプロジェクト。世界全体があらゆる分野で様々な変革の波が押し寄せることが
　予想される 2030 年という時代を生きていくために、どのような教育が必要なのか OECD 加盟国で考えていくもの。

レンズは、北イタリア発祥の教育法「レッジョ・エミリア・アプローチ」に共感しています。
同アプローチでは、『子どもたちはその可能性において豊かであり、有能で、力強い存在である。
100ものアイデアを、そして 100 を悠にこえる表現言語をもっている
（話し言葉や描くことに留まらず、豊かな創造性や表現方法をもっている）』と考えています。

レンズでは「好き」について考え続け、さらに深く理解するために
多様な視点から「好き」を見つめます。
ひとつの事象をいろいろな角度から見て、考え続けることができる力は
対象が他のものに変わっても使うことができる「思考のためのスキル」として
未来を生きるための大切な力になると、私たちは信じています。

さまざまなツールと素材にワクワクが広がるアトリエ。
道の歩み方よりも、自身の好きと向き合い続ける面白さ、
実社会とつながる知識を伝えてくれる専門家の存在。
同じ興味をもつ子ども同士の協働。

出会い、観察と対話を重ね、発想や表現、探究へとつながっていく。
自分なりの問いを生み出していくプロセスを、一緒に見つめていきます。

こども同士が自然に出会い、対話や協働的な探究、
気づきが生まれるよう、さまざまな活動が視覚的に感じられる
レイアウトにし、オープンで柔軟な空間を設計しています。

粘土、絵の具、自然物、デジタルツール、紙、素材など
さまざまなモノ・道具を揃えています。
こどもたちが興味を持ったものについて自ら探究・探索し、
創作活動を広げていくきっかけをつくります。

こどもたちが多様な表現言語*に出会い、
創造力や探究心を引き出すため
素材を置く方法、棚の高さ、配置に至るまで
ひとつひとつ検討を重ねています。
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制作・構築

Construction

光と影の研究

Light and Shadow

研究開発

R&D

ドローイング

Drawing

好奇心は、深い学びへとつながっていく。

レンズの活動は、創造性をひきだす「アトリエ」から生まれます。

レンズでは、身近にあるテーマを軸に、年間を通して
探究を深めます。お子さんの興味・関心に合わせ、
４つのテーマからお選びください。

食べることは、生きること。人間の血となり肉となる食べ
物。この野菜や、肉や魚はどこから来ているの？ どんな
人が関わって、どう世界とつながっているんだろう？ じっ
くりと素材を五感で味わい、食をめぐる広がりにも目を
向けていきます。

虫の色や形のおもしろさ、不思議な動き、身を守るため
の様々な技。驚きに満ちた虫の世界に出会います。生態
や役割、人や他の生き物との関係性をみつめながら、
未来へと探究を広げていきます。

好きな服を着ると、うれしくなる。その服にはどんな物語
があるんだろう？ どんな素材？ どうやって作ったんだろう？ 
服を解体して観察してみると、ボタンや縫い目にも知らな
かった工夫や技術がみえてきます。

自分の家、だれかの家、学校、いつもの公園、よく行く
お店。道路や道を歩く人、自転車、車、電車。まちは、
さまざまな要素が集まり、関わりあってできています。
「まち」を構成するものを観察し、自分と世界のつながり
を探っていきます。

「子ども・保育・教育領域」と「コミュニティづくり、まちづくり領域」の融合から、新たな
価値の創造を目指している会社です。レッジョ・エミリア・アプローチの国際ネットワーク
の日本窓口、同アプローチの展覧会や研修ツアーの開催、子育て支援センターの運営
など、また姉妹会社にて「まちの保育園・こども園」を運営しています。

2025年 4月にオープンする、旧池尻中学校の校舎、体育館、校庭
を活用し、商業施設、教育・文化施設、オフィスなどの機能
が集積した、働く、遊ぶ、学ぶ、人々の暮らしそれぞれが緩や
かにつながる小さな村のような複合施設です。
＊2025年7月に全てのエリアが開業し、グランドオープン予定

＊

2025 年度
開講スケジュール


